
 

・・・分部綱男 Profile・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・出身地：三重県津市/現在は東京都大田区南雪谷に在住 

   ・生まれ：Ｓ22.12.17 
   ・趣味 ：芝居、カラオケ、社交ダンス、ギター演奏、ゴルフ 
   ・嗜好品：お酒、魚、肉、アンパン 
   ・お酒 ：冷酒（浦がすみ、八海山、久保田）、ワイン、焼酎、ウイスキー 
   ・血液型：Ｂ型 
   ・性格 ：これと決めたら、これ一途 
   ・信条 ：①勝って驕らず、負けても泣かず 
          ②迷った時は前へ進む 
          ③高齢者は進化せよ、一兵卒として 

 
                        ＜飯山劇団活動＞ 
                      ◇活動方針  
                     少子高齢化社会に於いて高齢者が高齢者を癒す 

ことをモットーに全国でボランティア活動を展開 
する。皆さんの喜ぶ顔を見てこちらも幸せを貰う 

                         ◇活動概要/演目/配役/持芸 
                       ・劇団座長:芸名は分部つなき 
              ・水戸黄門：助さん、悪代官、紀伊国屋 
              ・愛染かつら：津村浩三、やくざ親分 
              ・金色夜叉：間貫一、映画監督 
              ・ＡＬＷＡＹＳ：津村浩三 
             ・男はつらいよ：ひろし 
            ・演歌歌手：五木ひろし、瞼の母 
            ・口上：ガマの油売り ・お経：コント般若心経 
            ・社交ダンス：ワルツ、タンゴ、スロールンバ 

チャチャチャ 
 

  ◇活動経緯 

      ・2002年：飯山劇団へ入団。同期はけい大窪（現副座長）初舞台は東品川シルバー 

センター 五木ひろしの“逢いたかったぜ”を歌う 

      ・2003年：江戸東京博物館での江戸開府 400年祭（納豆売り）をへて翌年の新宿京王 

プラザホテルでの水戸黄門漫遊記（助さん役）が本格的初芝居をなる 

      ・2004年：飯山劇団大阪支部を設立 現在の座員数は 5名 

      ・2005年：ＮＰＯ法人サンライズ福祉機構を設立しその下部組織となる 

飯山劇団副座長に就任 

      ・2007年：筑波山老人ホーム“筑波園”にて“ガマの油売り”の口上を 

初披露   

      ・2010年：三重県津高校同期の脇田氏とタイアップし、新百合ヶ丘 

公演を上演 

      ・2012年：浅草木馬亭にて飯山劇団 15周年記念公演を実施 

               特別ゲストに、せんだみつお、ドクター中松、畠山みどりを迎える   

      ・2014年：山浦前座長の後を受け、飯山劇団 2代目座長に就任  

      ・2015年：横尾氏のご尽力により 4回目の沖縄宮古島公演を実施 

               現在座員数は 40名を越え、全国公演数は合計 130回以上 

にのぼる 

                                      (2015･08) 

 



 

 

 

 

 

 

 


